
 
郢
客
唱
陽
春 

【
読
み
】
エ
イ
カ
ク 
ヤ
ウ
シ
ユ
ン
ヲ
ト
ナ
フ 

【
意
味
】
卑
俗
な
音
曲
に
馴
れ
て
ゐ
る
郢
の
人
の
閒
で
高
尚
な
陽
春
の
曲
を
歌
ふ
こ
と
。 

高
雅
の
も
の
が
卑
俗
の
閒
に
容
れ
ら
れ
ぬ
喩
。 

〔
宋
玉
、
對
楚
王
問
〕
客
有
下

歌
二

於
郢
中
一

者
上

、
其
始
曰
二

下
里
巴
人
一

、
國
中
屬
而
和
者
數
千
人
、
其
爲
二

陽

阿
・
薤
露
一

、
國
中
屬
而
和
者
數
百
人
、
其
爲
二

陽
春
・
白
雪
一

、
國
中
屬
而
和
者
、
不
レ

過
二

數
十
人
一

、
引
レ

商
刻

レ

羽
、
雜
以
二

流
徴
一

、
國
中
屬
而
和
者
、
不
レ

過
二

數
人
一

而
已
、
是
其
曲
彌
高
、
其
和
彌
寡
。 

【
参
照
】『
大
漢
和
辞
典
』 

大
修
館
書
店 

 

郢 

エ
イ 

 

【
意
味
】
中
国
、
春
秋
時
代
の
楚 そ

の
都
。「
郢
曲
」 

[
参
考
]
郢
は
享
楽
的
な
都
で
あ
ỵ
た
と
い
う
。
そ
の
た
め
、「
俗
・
み
だ
ら
」
の
意
に
使
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。 

郢
曲 

エ
イ
キ
ἂ
ク 

【
意
味
】 

② 

催
馬
楽

さ
い
ば
ら

・
風 ふ

う

俗
歌

ぞ
く
う
た

・
今
様

い
ま
よ
う

な
ど
中
世
・
中
古
の
歌
謡
・
流
行
歌

は
や
り
う
た

の
総
称
。 

②
低
俗
な
音
楽
。
俗
曲
。[
由
来
]
昔
、
中
国
、
楚
の
都
郢
で
歌
わ
れ
た
俗
曲
の
意
か
ら
。 

【
参
照
】『
漢
検 

漢
字
辞
典
』 


